




はじめに 

小児気管支喘息の治療に際しては免疫学的治療や発作時の対症療法のみならず患児の日常

生活の管理,生活環境の整備,喘息体操についても指導することが重要である。しかし,時間

的に制約されている外来診療中にこれらすべてについて指導を行なうことは困難でる｡そ

こで,我々は上記事項についての指導を行なうため昭和 53 年 2月以来延べ 12 回,計 170 名

の小児気管支喘息患児およびその家族に対し喘息教室を開催した。また,生活管理を肺機能

に従って行なわせるため家庭でも測定しうる簡易肺機能測定器を用いているのであわせて

報告する。 


